
重量・錐・小刀
による！HL

ロクロぴき (PL. 7·今一197 ・ 198・199・201,75-200) ロクロびきの木製品が若手ある。 製品のほ

か， ロ クロびきの木屑もあり， それらのうち200は同心円状のロク ロ 自をよくとどめている。

穿 孔（PL. 66-37, 71-4, 72』1 18 ・ 122, 75-42・118・122 ・ 202) 納穴のような大きい穴は

撃であける。118は角材に方形の柄穴をあけた例。 普通は錐で穿孔する。1111物の底板をとりつ

ける木釘穴など直径0.2cm 内外の比較的小さな穴は， 四ツ目錐をもちいるようである。122の ＊

ように直慌が0.9cm梶度の大きし、穴の場合には， '.'E1錐や刃先か三股にわかれる鼠刃錐の使用が

考えられる。42の糸巻枠氷の穿孔には， 鼠刃錐を使っている。 また小さな穴の場合， 202 のよ

うに小万の刃先で穿孔したり， 尚物の綴じ穴のように刃先で 切り目をいれる例もある。

撃をもちい そ の 他（PL. 75-42’ ・122) 柄や 切り火きをつくるには撃を使う 。122は切り火きの 例で，
た切り欠き

撃で切り火き小刀で表而€－制整している。42 ’ は小万で花弁形のえぐりをいれた ものである。 ＊ 

B S K820出土木製品（PL. 63～73) 

SK820で出土した木製品を用途別にわけ ， 服飾具・祭記具・工具・紡織具 ・ 食膳共・容器量 ・

部材・用途不明木器・その他に分けてのベる。 それらは， ヒノキ材の白木づくりであり， 塗り

物などの製品はきわめて少なb 、。

i 服 飾 具（PL. 63～65) ＊ 

ひおうぎ a 捨扇（ I～3）糸柾ヒノキの蒋較を#JI,、た白木の槍溺。 3個体分出土。 l の骨は11枚。骨は
か位。 ずえ

いずれも厚さ0. !Cm弱で ， 要部分の幅約2.0cm， 末部分の幅約3. Qcmo骨の長さは一定せず，

中央官’ 2放が 32. 3cmで もっとも長〈 ， 左布の骨は長さを次第に矩くし ， 左端・ti端ではそ

れぞれ22. 6cm, 25. 1 cm である。広げたと きの形はb、わゆる扇形になる。 中央2放の緑端を

直繰にし， 左右の最端は切先状につくる。 骨の下端｛ま半円形にそろえ， 下端から約 2.2cm上 牟

に要の孔をあける。要付近の両側縁にV字形と弧形の切り 込みを交互にいれて飾る。飾りの切

り込みは左右対称でなく ， 一例l縁の切り込みが一個所多b、。要から米に向って約16cmの位置

に0.5cm内外の間隔をおいて ， 縦の切り開21回をいれる。綴り日である。要の固定方法， 綴り

の方法については知るすべがないが， 扇縁の曲線、にあわせて広げた状態に配置すると ， 約55度

に聞きその最大幅は約 19Cmとなる。

2 も l と 同様の製品であるが ， やや小接りでみる。骨は7 枚残存。骨の厚さはO. lcm 内外 ，

要部分の幅約1. 5cm， 末の幅約2. 7cm。骨の長さは中央寄りで20. 6cm， 端の骨で 19cm。扇縁

の形状をとどめるものが 4枚あり， そのうち中央寄りの廿’ 3枚が山形 ， 端の骨1枚が切先状で

ある。什の下端から約O. Scm上に約0. 7Cmの問臨をおいて横列する2孔の要をうがつ。端の骨

では， この 2孔間に0.3cm幅の変色していない部分があり， 2孔を糸などで間定したことがう 傘

かがえる。Mから末に向かう約14.2cmの位置に約o. scmの間隔をとって切り自2伺を縦にい

I）故古の伝ttt楠扇は，JI!守千手観音菩誠i象のII台
内に納入していた繍扇で，元庭元年（877）の銘が
ある．その形状は末をi長線に放ち洛とした同大

のrW級20吹からなる〈丸尾彰三良IS他『日木彫刻
史以礎資料集成平安時代Y占像銘記筋l』1966
年〉。このような伝世の荷量悶は骨数が20放を定2
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すので，聞くと般長になる。それに対して，長さ
を具にする薄板をmぃ，骨数が少なくて開〈と
縦長になる平主主宮倫溺と同じ形式のものは伝世
,lものなかに見出すことはできない。形状では，
絵�物にみる平行四辺形の｜調扇（たとえば「信貨
山緑起絵巻町口水絵巻物全集』II）に似てb 、る。



れ ，綴り目とする。骨の下半の両側縁には内舟する浅い 弧 状の切り込みをいれるが，一側縁の

切り込み が少し長b、。この的扇は，残る7枚 で復原すると 最大幅12cmに広がる。ただ， 1

のように11枚が木米であるとするならば，最大1摘は約20Cmになるであろう。3は附耳iの謡端

部分のみをのこす 。現状では木ifで聞定した神板 が門形にひろがる。部板の現状の長さ7cm前

秒後，幅1. 5cm前後，店Eさ0.5～0.7mm。

b 槍扇形 木製品（ 4) 4 は前記の倫鼠とは用途を央．にするとお もわれるが，形態が約扇にひおうぎ
形木製品

類似しているので，いちおう槍扇に準じて説明したb、。4枚の板自の薄較を槍溺のように連綴

して用いるもの。いずれも長さ21.ocm，栢1 . 8Cm Ii肝炎， 厚さ0.3Cm昔話後の蒋棋を粗〈削って

仕上げ ，部分的には製材JJ与の割り面を とどめる。緋肢の下端は直裁にし，下端から上1.5～1. 8
* cmの位置に直径o.1cm程度の孔を錐であける。この孔の上部11. ocm程度の位同にも下部と

同形の孔をう がっ。上端i;i'.山形に削り，下端からk l. 5～2. Ocmの間隔を おい て ，

一側縁に長

主 5.1 ～8. 5cm ， 深さ0.5cm程度の内主きする弧形のえぐりをいれる。

薄：恒の表裏にはfil11fがある。下部のえぐりのある側縁を右向きになるようにして 各振を配列

すると，各板の上部の孔 から2Cm上方にID警の「＝Jが備にな らぷ。 また， 孔の下部におの

＊おの意味不明の文学を品自する。うち 一枚にはその乎にかさねて 一字を増し，下部の孔の周闘

を「OJ でかこむ。以刻・-OllJの茄には一枚のほかは品訟がなb、。墨書する一枚 は，上から「賛」

を馬，「吉Jを努としたとドを4字 ， 「佼」字を4：子：，「因J字を2字，合計10字を縦：おきにし，

下部の孔の周聞を 「O」でかこむ。このよ うな墨自の状況から判断すると， 下部の孔を「OJ

印でか乙む板I函が，数放の薄板を重ね たときの上 ・ 下面となり，一種の親骨的役割を燥してい

$るらしb 、。それに単じて令部叡を 広げると， 「＝Jお よび怠味不明の墨書が一面に揃う 。以上

のよとから， この具が純で連組し槍扇のように開閉する具であることが推される。文字 は意味

を なさず，主Ll製で出月jに耐えない ことからすれば， 一種のl況共であろうか。

酒民

2ド

c 櫛（5～11) 版関材・ 4こ鋸で細い歯を ひきだし，諜而を 平滑に研い だ仙糊である。7点目1 く し

土している0 し、ずれも破片であるが．平岡形によって ， 長力形のものA型式（5～8〕， 半刊形の

「:, 7 v ll 
‘・

Fig. 45 .fjl］のm；田形
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5 (10.3) 4.80

八l
6 ( 3.5)
7 ( 4.0) 5.25
8 ( 3.0) 4.90
9 ( 3.0) 3.43

JO ( 3.5) 1.55
JI ( 7.3)

含
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JI/.さ 働災 3cm当り
｛杭 数

l .02cm 3.60 26 
0.76 
0.90
0.94
0.4.6
0. 70
0.98

30 
<1.00 27
3.80 so
2.45 30
2.90 30

31 
1]',fi'r.cm ( ) LH�nf1(!

Toh. 11 l白�の法治

もの B型式（9～ l l ）に分けるこ

とができる。

A型式には，さらに間部を ま

るくするものく7）と， 角張ら

す もの（5〕とがある。 B 型式

は概して精製品であって ，むね

の断面形 が柳諜形を出し て い

る。また切り通し線は，むねの

上縁に平行して［lb 線を呈するも

のと，直線形になっているもの

との両者がある。1怖の個々の法

:)j\：は表示（Tnb.12） するとおり

である。

ll3 



とめ lまり d 留め針形木製品(12～25) 一端を尖らした細長い棒状の具。14点出土。それらは形状か
形木製品

ら， A ：頭部を鋲頭状にするもの， B ：頭部を細板状にするもの， C ：頭部を棒状のままに切

りおとすもの， D ：両端とも尖らすものにわけられる。

A型式は 2点ある。12は自然木の樹皮を除〈程度の加工で， 頭部と身の一部をとどめるが，

下半は切断されている。身が太いので， あるいは未成品の可能性もある。13は身部を扇平にす ＊

るが， 下端は欠失のため不明。 B型式は l点（14）ある。全長の約2/5を納板状の頭部とし ， 身部

は断面前円形の細稼につくる。細板状の頭部には， 3条の刻線をめぐらす。刻線の下部には，

両町ともに冠制］をつけ弓状のものを手にする棋・向き男子の立像を盛拍・きし ， 足下にあたる細棒

付根に品で 2 綿をめぐらす。一面には， 2 線の下に 1 2字を書いているが読めなし 、。 C 型式は10

点（15～24）あるが ， 身の形状によって， 身を廊平にするもの（Ci）と丸棒状にするもの（C 2 ）と ＊ 

に区分できる。 c a型式は5点あるa 15は身部のー聞に銅をとおし， 断面を三角形にする。身

の先制に向けて次第に滞くし， 先端の平田形は舌：比につくる。顕部は， 幾分厚くかっ I�高広〈削

り残している。16・17も15と同じ作りであるが， 17は頭部を欠〈。18・19は身部を万身形に，

その！析簡を三角形につくる。切先状の身の先端は薄b、。 Caは5点ある。 b 、ずれも材の一端を

鋭t先状に尖らす。身の横断面形は角形・半円形・円形につくる。おおむね頭部に特別の加工を 傘

ほどこさないが． なかには頭部を出柄鼠に突出させたもの （2めがある。 D型式は I点（25）あ

る。断面円形の細い丸稼で， 中央部分を太自に践し， 両端に向けて次第に細くする。なお， 両

先端は鋭〈尖がらさず， 木ロ面をのこす。

以上の木製品は， 一種の留め針的機能を果すのであろう。 このうちには， c ，型式のように

冠聞や揺をとめる木針と考えられるものもあるが ， すべてが服飾に｜却するものとはいいきれな 本

ぃ。個々の法i止は表示（Tab. 13） のとおりである。

迎式 鰐｜ 全長 身頼 身厚 身のl附図形

5.50 0.90 0.30 同 .IJZA 13 6.00 1.20 i百円0.80 
一

B 16.92 0.55 0.25 .m 円
一

15 19.40 1.10 0.80 三 角
16 17.10 0.92 0.50 三 角

Ci 17 (J4.30〕 0.95 0.50 桁 門
18 (12.70) 0. 70 0.30 三flt
19 15.10 1. 05 0.50 三 角ーー
20 15.20 1.50 o. 70 続 門
21 16.90 0.90 0.90 門

� 22 9.50 0.80 0.60 合 形
23 13.30 ‘，三 円
24 16.60 0.75 0.50 f11形

一

D 13.40 0.75 0.50 円 Fig. 46 

tf＼佼cm ( ) (tfi.m:111r 
Tab. 12 留め針形木製品の法扱 10cm 

刀形の復原

縮尺1/3

2) この積の憎め童｜・形木製品は主主飾りの可能性が
つよb、。 汁ドリカソザツといって盆踊りのとき
竹下専をカ γ ザシに用いる民俗例もある。 民俗学
研究所籾『綜合日本民俗語録J (1955年〉第l 巻

7{1/ 

p. 266。 北海道アイヌの民俗{7:Jでは， 仔1め針形
木製品c1l'1式矧似1f,'iに削りかけをほどこし家の
世JIを両日るための：rn災磁をとめている。 宮本響太
郎ftl!.W H木の応Jl.』trHY.EJ；・；JlllJLI!;肱1967年p.66。



、

11 祭記具 (PL.66-26~32) 

a 刀市(26..... 28) 3点ある。 26は鉄型刀子を忠実に擁したもの。全体のおよそ 2/3を刀身 かたながた

とし， nりを茎とする。刀背は茎の下端までまっすくとおす。刃の部分はゆ否やかな弧線を呈
し，闘の身酬がもっとも広L、。刃関は直角にせず，茎端に向けて次第に韮闘を狭〈する。ヒノ

ーキ桓日材。全長14.2cm，最大幅1.8巳m，最大の厚さQ.5cm。

27は26にくらべて粗いつ〈りである。制百材の上半期分を刀身形につ〈る。柄を着韮した状

理を酷したのであろうか。刃の部分は刀背よりやや薄い程度である。身と柄との切暗な区別が

なし柄瑚は両而と刀背方向から切りおとした状曹にとどめる。全長 15.4cm，最大幅LOcm， 

1'1さ O.8......0.2c!Uo28は鍔から先端にかけての部分を先失する木刀の柄。用i!liの部分を長方形

・に削りのこし，把の部分を弓形に する。宵内から出土してい石町i例によると把の接す石信も長

方形に削りのこし，栢の狭い刀身を削りだしてい。 (Fig.16)。ヒノキ軒周材。現存の長さ13.8

om，幅2.9cm，厚さO.6cm。

b 描帰(2町 長岡臓を検したもので，身の中央部分を平滑にし。両側臨に刃をつける。身 やじりがた
帥->~. ."..<= 

の下辺に逝府lをつけ中央に盟伎と韮をつくる。ヒノキ柾伺材。現存.IH2.0cm，揮さO.4Cffio

• 0 刺熔鼎(30) 部も、木片から削って作り，一端を尖らし他端をまるくすd。捌か錨の身部 りき がた

をあらわした6のであろコ。ヒノキ仮目材。長d9.9cm.型存の幅1.6cm，J7-さO.3cm。

d 人形(31-32) 2点山土した。 31は務板から左向きの輔劇をきり向いたもので，後国 ひと がた

部をまる〈し，前頭部に切りこみをいれて帽子をあらわす。板円上回には，墨で相子眉 目

耳などを姉〈が，翻以下町部分は現夜欠失。下回には「目指」の11¥轡があり，木簡を転用し

・たものである。ヒノキ紅白材。現存町長さ6.4cm，現存の相2.5cm，厚さO.3cm。

32は柱状の小木片を;11工したコケシ夙町人形。剖聞をいれて蹴部と』副都とを区分し，正而の

膨Iを少し出らせ鵬首都の下'fを制〈するo前頭部から桂羽子部にかけ越を直って尭ふフの!JJil.Mをあ

らわし，顔聞には日 ・口'H田口を墨描きする。胴部には乎足を表現せず，花田に記号風のご

字を畳で縦書きする。 ヒノキ材。長さ6.3cm，由大幅1.lcm，世大のはさO.9cm。
..~t.. ... 

・ 形代として，人静武時工具などをつ〈り，政い招到などの摂Aに用いる ζとはいうま

でもなb、。 rl!1書式』神祇条でいう祈年 月次の摂に供する「便宜偲刀形 ・総纏刀形 ・布置刀
形」は。木担慌遣の刀形である可能性がつよ¥'0なお31・32と同額のひとがたは， J膝JJ;(宮仁お

" いてすでに存往し，また後代にもつくられ，元財極楽v;の*世地伽、ら出土してい20

iii 工具 (PL骨 33.....37)

• a 刀子柄(33. 34) 刀身を欠〈刀子の柄である。 Z点出土している。 33は細長の木片を粗 とうすのえ

〈削って加工したものである。柄の中央部分で背の方向に腰を折り 1 柄聞は粗削りのままであ

る。柄元部分の断固は楠円形を呈する。茎孔は火損のため断而形は不明lだが，おそら〈三角形

にな"のであろう。ヒノキ材。長さ 14.5cm，綬大幅1.4cm，故小切1.2cm，原さ1.Qcm，韮

孔の揮さ2.Gcm，韮孔円相 O.3Cffio34は柄先制l分が大倒してし、る。断iitlを楕円形につ〈り，背

3) 梨良県教背語同会 n藤原官 国道 165号線パ
イパスに伴う宮城調査J(宗良県史跡名勝天ぺ

記念物;;1'/1貫徹伶節目冊)! 9G9~下 PL. 16-1，2 

円 5(}-]'2.

4) 元卯中将ヨ長幼 『元911寺極楽vi総合収放局， (第

ー収蔵川1)総般縦併俗J(l96j年)PL. 35-7.s。

l/5 



の方向に腰を折る， 茎孔の断面は三角形を皇する。（33）にくらべて加工は丁寧である。柄頭付

近に「四文」の針書きがあり， この万子の側J怖かもしれなし、。広葉樹材で作る。現存の長さ10.2 

crn, r�lll 1. 3cm， 厚さ1. lcm ， 茎孔長径0. 5cm， 茎孔短径0.2cm。

b 工具柄（35) 現在， 刃部を火失。 断面が長方形の角棒で， 縦に割れており， 茎孔の様子

がわかる。茎孔は一端の木口から穿ち ， M1rD'ii長方形， 茎を焼きいれたためか内聞は焦げてい ＊ 

る。 この木口付近に切込みをめぐらし， 柄の中央部分断聞はやや丸味をもっ。茎孔のJI安状およ

ぴ中央官官の断面形によって刃部が錐のようなものであることがうかがえる。柄元の切込みは，

木口に縦割れが生じたので針金や， 紐などで固定したためのものであろう。正倉院には柄元を

補強した工具がのこっている。 ヒノキ材。長さ 17. 7cm， 長径 1. Scm， 短径1. zcm， 柄元の茎

孔の長径Q. 5Cm， 短径0. 3cm， 深さ2. scm。

すみさし c 愚 刺（36) 粗割りの閣をのこす小木片を墨刺として利用したもの。 長方形の薄い木片

の一端を議付部分とし， 両国から削って刃をつけ， 烏口のように刀先から切り自をいれる。刃

先からの切り回は， 識のたまりを容易にするためのもの。 墨付部分には， 現在も墨痕が付着

する。なお， 柄部の先端は折損している。現存の長さ9.6cm， 胴1. Qcm， 厚さ0.4Cmo 

＊ 

d 木 針（37) 踊:,p:な木片を粗〈削って仕上げた木針。 先端を細〈尖らし， ー側縁は万身 ホ

のようにやや反りをもたす。頭頂は切りおとしのままで， 頭頂から1. Scm下方に針孔を穿つ。

針孔は， 鋭利な刃先で一辺約0.4cm程度の方形にくりぬいたもの。 ヒノキ材。長さ1 3.2Cm, 

頭部幅Q.9Cm, 厚さ0.4cm。現在， 延針・として用いているものと変わらなし、。

iY 紡 織 具（PL. 67-38～45) 

いとまき a 糸 巻（38～43) 回転させて糸をまく道具である。構造は数本の枠木とそれを固定 する キ

横木， 樹木の心にとおす軸i隊からなる。現在，取h離に該当するものは検出していないが， 枠木

糸巻A�式 と横木が6倒体分ある。すべてヒノキ材を用いている。糸巻は， A·B の2型式に大別できる。

A型式は， 枠木が4本からなっており， 各々の枠木の上下2個所に柄穴をありて横木を装着す

る。 上下の横木は各々2枚の板を十字形に組みあわせ， 中心に軸孔をあけ， 四校を棒状に削

る。 この種類の糸巻は， :Pi百木の長さ によって， 長さ28Cm前後のもの（ん型式〕と長さ24cm前後

のもの（A2型式〉とにわかれるo B型式は， 枠木6本からなり， 各々の枠木の上下2個所に切り

欠きをいれて横木を装着する。；横木は， 6角形の一枚板で， 中心に軸孔をあけ， 6角形の各稜

角に切り火ぎをいれる。つまり， 枠木と棋－木は粍｜欠きの仕口で結合するのである。

A t型式は2個体分〔38・39）ある。39 は2木の枠木と一組みの横木をとどめる。枠木は断簡を

半機構円形にっくり， 外商は丸！朱をもたせ内聞を平滑にし， 背の総は上下にまっすぐとおる。 ＊ 

上下端では， 内面から背に向けて外反りに削り， 両端の側面形は， 刀身形になる。枠木の内而

の上下2個所に鼠刃錐で栴孔をあける。 l；本の枠木は， 2つの柄穴の聞の内面を削りこんで内

轡させる。枠木の長さ 29. !Cm ・ 28.9cm, 最大幅l. ocm， 最大の厚さ 1.4cm, 2柄孔悶の心

心の長さ14.1cm， 柄孔の直径約0.6cm， 深さ 0.6cm。横木は2枚の長方形板からつくる。 ま

ず， t&:の中央に長方形板の短辺備の切り欠きをいれ， 相火き仕口で2枚の板を十字形に組む。 ＊ 

四端に向けて板の側面を削りこみ， 各先端を， 丸棒状にする。十字形の中央には軸棒をとおす

5) 術室博物館『正倉院御物�I録』第JSi降（1934年〉第36図。
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阿孔をあけ否。長さ 10.2・10.6cm，制2.5cm，凪さ 1.OCl11o各先端の匹佳O.6cm 1iil桂l 軸

孔直佳約0.6cl11。なお，枠本に横木を着装したときの糸巻町I立邑は約 11cmになる。

38は枠木ピ吋 l本ある。品本的なっくりは38と同じであるが，この剖では柄穴位置をやや厚

〈町己 l ， 両約孔問は内耐から向型合事騰に削る。前孔はし、ずれも刃物先で桂〈え〈る~Iitて勺

傘 まだ鼠刃昨で穿干しし亡おら.r，一端を刀身)形にととのえ ていなL、。未成品である。全品に比し

て柄孔IUIの貝さが短いのは，39と位m方法がことな~からかもしれなし、。枠木町長さ 27. 8cm ，

a大幅1.Ocm，担大町厚さ1.4cm， 2軌孔聞の.(.. 叫2の長さ8.Ocm。
A.型式は 3個体分科ト42)ある。 40はl本の枠木と一組の繍木をとどめる。枠木は基本的

に39と同じっくりである。内面の幅がやや狭<.中央部分の断固は附円形に近b、。両端は内而

・ から背へ反りをもたせ倒的i躍を刀身形にする。この間では 2軌干山口に内問する削りこみをお

こなわ4誌も、。枠木町長さ23.8cm，紋大幅1.Ocm， l¥1大町厚さ1.5cm， 2抽穴間の心むの長さ 11

om，柚孔直在的0.8ιm，揮さ 0.8cm。樹木も39と阿じっくりである。横木町長さ8.9・9.2cm，

制2.0'2. lcm，厚さ0.8cl11，先端の直怪0.6-0.7cm，軸孔直佳O.7cl11。横木と枠木を組みあ

わせたときの糸告の出佳はf.:JIOcmo

・ 41は枠木2本をとどめ，対応する槌木はなL、。この枠木は他とみ込なり，両端を尖らさず，柏

孔位位の内面だけを平坦而としι そのほかは断面円形町丸俸状に削る。なお，柄孔のー孔には

曲木町端部が聾存してb、た。枠木町長さ 24cm，駐大幅1.lcm，品大町厚主1.5cm， 2柚孔聞

の心心の長さ12.5cm，柚孔の直佳的。7αn 探さO.9cm。

42は3本町枠木に上下2組の描木を装着した状臨でIU土Lた。枠木町基本的っくりは上述の 婆紡怪に
富む糸巻

傘踏倒と員、わらないが，製飾性に富む阻品。己主帥は枠木の内出にほどこす。すなわち 3本とも

上ド柚子L間1町内面から側面形.>1E弁形になるくりかたをいれ，内面と両側面が接する位向を面

取りする。柏孔上下の内聞には不蝋いの加工をほどこす。 l本には，柏孔から両端に向けて，

柚孔問の花弁形〈りかたと対応しておのおの 2r~の弧形くりかたをいれ!先端をそぎおとして

側副形を刀身Mにする。他の2本は納孔から阿端に移行ずる部分告内fI百から斜めにそぎ!次第

・に幅を褐くする。枠木の長さ23.7-24CI11，世止制1.2cm，最大の厚さ1.8cm， 2柚孔聞の心心

の良さ7.5cm，刷孔の直径O.8cm，t訴さ的1.lcmo繍木は2組とも39と基本的にかわらなb、。

全長10.3-10. 6cm，術 L8cm，厚さ0.8cm，先端の直在的0.7cm，軸ぽL直佳O.8cm。枠木と

横木を謝lみあわせたときの糸世の直桂は的11.7cl110 

U型式は 1個体分ある(43)0現在 2本の作木とー欽の積木があるロ枠木はやや踊平な材を 糸巻B型式

・用い，外国に丸味をもたせて削り，背町線は上下にまっすぐとおる。内而からa 横木をかみあ

わせるlUi形の〈りかたを上下にいれる。 2似の〈りかた間は内問する弧形のえ〈りをいれ，

上下のくりかたから河端にかけて内岡から J-~ 'JJ向に向けて外E りに剛り j 側面形は刀kt惨を

呈する。内rmは平坦聞にならず同叫面から日1取りして!中央に胡をとおす。枠木の長さ16.()・

16.2cm，相 O.(}cm，最大の厚さ1.4印】。横木は正6角形の小車。各岨白から中心に向かう〈

. りかたをいれ，中心部分に軸穴を穿つ。征U匝材。晶大佳5.0cm，一辺町長さ乙Ocm，i1ij桂，

厚さO.4cm，(りかたの胴O.4cm，深さO.5Clll，軸穴直径O.4cm。粋木と横木を組みあわせた

ときの糸世の直荏は的 6cm。

今回倹出した糸巻が，長さ白 8cm-29.!Cm，自在 l1cmljij桂の大型のもの (A型式〉と長さ
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16. 6Cm，直笹約 6 Cm の小型のもの（ B 型式〉にわかれ，それぞれ構造を異にすることはすでに

のぺたとおりである。ただ， 両者ともに 軸隊などの付属品をのこしていないので， 使用法に

ついてはあきらかにしがたし、。つまり，樹木のlli1h孔に�I俸をとうしこの劇h締を片手で回転する

く いわゆる援とLて使用するものか，それと(i Ui1h悼を館三の聯l受台に接合して阿仰すものか判

然としないのである。ただ，B型式の糸巻に類似するものは民俗例にある。繭から生糸をとる 本

「ぎくり・おったて ・ がらJなどとよばれる民共，f;t，軸俸を軸受台に接合しそれにハγドルを
η 

つけて回転させている。

b 紡錘率（44 ・ 45〕 門仮の中心に糸巻俸をとおす勧錘事。2点出土。44は柾Uの仮材から

つくる小円板で，中央に円孔を芸評つ。直径 6. Qcm前後， 厚さ 0.6cm，円孔の直径O. 8cm，重さ

（含水状態）17.60 g。45も紅白糠材からつくる小円板。中央の円孔には，糸巻俸の上半は欠失し 本

先端は紡錘取の下回に乳頭状に突自している。直径6. ocm前後，厚主 O.Bcm前後，現存の糸巻

稼の長さ約 3cm，直径1.0～0.6cm。重さ〈合水状態）21. 15 g。

V 食 膳 具（PL.印・69・71)

さ じ a 魁静木製品（46～56, Tab.13) 薄い細板からtrと柄を削りだした小型の木器。11点出土。
cτ 

匙形木製品とは仮りの命名で，身の上回が受皿状にならず平坦であることから，箆 ・ 艇のよう ＊ 

な機能も考えられる兵である。

匙形木製J"�，は身の形態から A · B ・ Cの 3 型式に分けることができる。すなわち， A型式は

身の先縁を直線にするもの，B型式は身の先縁を半円形にするもの，C型式は」訟の先縁を剣先

状にするものである。

A型式は ， 絢l板の一端を身とし，頭部から次第に耐を狭くして栴をつくるもので，仕上げは傘

粗い。6点（4-6～51）山土。身の先縁は片刃の盤先状にっくり， なかには切断が不十分で削りの

こすものがああ 。身の両側縁はとくに整形せず，側i削に剖り聞をのこすものが多し、。身の両面

はともに平坦で表裂の別がなし 、。柄は絢｜板の阿側を削りこんで1隔を狭くする程度で， 断両は長

方形。すべてヒノキ材・で，板目材のものがl点ゐるほかは柾目板をもちいる。この極の匙形木

製品には，身部に使用l時の顕著な磨滅痕跡がなく，また身の先綾に刃物で切り伺をいれたのち＊

手で折って切断した形跡をとどめるものがあり，一時的な使用に供Eぎれたものであろう。

B型式はヒノキ岐回材の細板からつくるが，A型式よりも精製品である。 2 点（52 ・ 53）出土

しており，両者はほぼ同形同大であるo身には表誕の別がある。表面は平i'IHこし，謀面はわず

かに甲高，先縁を部くする。先縁は半円形 ， 」きの側絃から頭部に移る折尚点は稜角をなしj護形

の頭部につ〈る。顕務flは次第に幅を狭めて柄に移行，柄は回取りし断面は梢刊形に近〈，柄頭水

は切りおとす。身の先縁十こは磨滋痕跡がある。

6）太田英蔵I紡紋ftと調締M!i布J （『n本の考古
学』W 歴史的代〈上） 19671f.) pp. 347。

7）宮本常ー他？日本の民兵』第 2 巻 127 ・ l28

· 129。

8〕 太凶英蔵の教示によると，;4i: f9]lま「紡錘の純
下」が兵杭・に短小であって，絵巻物や民俗例に
みられるテツリツム・タシロギ用というよりも，
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むしろ紬糸mの可能性があるとbづ。2詰山弘法
・大野力f沖縄の伝統織物j 〈制l:I）省店） 1971

年p.39。

9）和歌山県根来寺の泥緩や広島県明王院の塗郎
工兵はここでいう匙形木掠とよ〈似た形状を示
し ー亡し 、 る〈中村雄三『図説1:1...f,:;;fぐに�史』昭和
12年〉。



C型式も， ヒノキ車目材の細板からつくる。 3点臼ト56)山土。身は眉平に削り先韓を醐葉

形に尖らす。身と柄の撞は明暗でなく，園都の幅を次臨に狭めて柄とす答。柄は凪平である

が，両端に犯い而取りをおこない丸味をもたせる。柄顕は切りおとしの状態にとどまり，大き

さは一定せず，大型のもの54はつぎ6このベる杓子形木製品B型式にひとしむ、。身内先輯にはわ

.ずかに腔減由跡がある。

b 杓子市木器(57-73，τab.I4) 凪平な仮材からつ〈り多〈はヒノキの亜日材を月J~ 、る。 b 、 しゃく し

ずれも波高の別なし損して大型である。 17ぷl出土。それらは拾の形状によって A型式身の

緑を直線にするものと B型式 身の先蒔を寺門市にする 6のとに分間できる。さらに.A型

式は企長20cm川怯の小型 (A，型式)と企長30---7Qcm町大型(A.型式〉に分つζとができる0

・ A，型式は! 制匹材の一端を厄紘に切りおとして身の先総と し，同制にやや丸妹をもたず。
4i立(57...... 印〉山 h 身の両個綜から顕郊に移る折幽点は般向をなし!制部を措形に削って柄に

移行。柄は町四而から削るにとどまり，側最を面取りしたり部(1'1;ことはなb、。身の周絃に

は若干直滅症跡がみとめられる。

A . 型式は， 越本的に A. 型式と変わらないが， 形北が大きく羽子匝状につくる。 5 点 (61~

・65)出土。転用材の加工が目立ち，箱板を用いて側緑に釘孔をとどめるもの〈臼〉材から板を
割裂いたときの割り摘をとどめるもの(61).盤由のある桓材を転用したもの(62)がある。

B型式は，身の先躍を半円買;lこっくり， いわゆる飯じゃもじにもっとも近い形題。 81.J.(届

-73)出土。身は中央部分を厚<.周縁を少し部〈する。'"と嗣の担は問瞭で伝<. 両個而か

ら内問先味に削って柄に砂行する。柄はおおむね凪平であるが， rjr央をやや以<.個躍を薄〈

・し，断面形が柳草野につくるものがある。柄原付近に門孔をとどめるものがあり(71)，転用材
である可能性もあるが，多くには転用材の痕跡はみられなむ、。先制には庖滅痕跡が崩事で，位

向朗庄の向いことを赤す。

C 制りもの杓子(PL，71-74)現在，身の過半をとどめるにすぎず1 制は折tQしてなb、。身の

平而JfTli長m円形を.Q:l" その韮端に柄の付似がわずかにのこる。この間は 般の刊杓子とこ

1\~)\: IlI'r1i I企長身長身似身砂川例厚

2、

B 

C 

46 22.2 4.0 1.9 0.3 0.7 0.5 

41 11.6 3.2 2.1 U.2 0.9 U.2 

48 (6.9) 1.9 1. 7 0.4 0.4 0.4 

49 (5.7) 2.3 1.4 0.4 Q.7 0‘5 

50 (ι3) 2.3 1.4 0.2 0.6 0.3 

51 13.9 4.5 1.4 0‘3 0.8 0.3 

52 15.7 4.7 3.6 0.3 0‘8 0.5 

53 15.7 4‘7 2.6 0.5 0.95 0.5 

54 31.5 13.0 3.8 0.6 2.0 0.7 

55 22.8 7.7 2咽3 0.6 0.95 0.6 

56 14.4 5.6 2.1 0.2 1.3 0.3 

単位.cm ( )は銭存催i

Tab. 13 W塩形木製品の法盆

単位cm ( )は残存';1

Tab. 14 杓子形木製品の法公

型式 自需サ 全1ミ M乏身刺身"柄恥iMl!;: 

" 22.4 -- 0.6 (1.3) 0.5 

58 2<3.5 3.6 (3.2) 0.4 1.9 0.5 
A. 
59 2<3.5 5.0 3.5 0.8 2‘o 1.0 

曲 18.3 6.0 3.8 0.3 1.9 0.25 

61 回 .2 31.714.9 1.2 5.2 1.0 

62 開 .7 27.0 8.3 0.7 5.1 0.8 

A， 63 (45.1) 20.1 9.1 1.2 4.4 1.4 .. 36.2 16.8 15.6 0.6 5.8 0.5 

65 33.8 19‘5 7.0 0.8 4.5 1.4 

同 〔倒的 15.0 4.2 0.6 2.4 0.65 

67 (33.0) 10.5 5.2 0‘5 2.4 0.7 .. 26.3 10.4 6.4 0.4 3.9 0.6 

69 (27.5) (6.3) 7.3 1.0 2.6 0.9 
B 

26.9 10.0 (3.6) 0.5 2.[ 0.4 70 

71 23.4 10.5 4.250.6 2.2 0.7 

72 (19.7) 6‘5 5.6 1.0 2.6 0.9 

" (13.5) 5.8 3.3 0.35 - 0.7 
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くり もの
しゃ〈し



となり，柄に喜多行する類部付近を襟状に高くするほかは， 身の中央部分を厚くし周縁fこ向って

次第に部くし ， 外縁の鋭利な鋤先のようにつくる。製作は丁寧で ， 全体に滑らかであることか

ら，削りによる盤形後トクサのようなもので陪研した。ょうである。広業tlil材。身の長さ18.5

cm， 復原幅12.8Cm, J1�大の厚さ 1. lcm。

は しd 箸（75) ヒノキ材の木片を小割りにしたのち ， 棒状に整形したもの。制b 、丸僚に削るの＊

であるが，削りはきわめて粗雑で本と末の区｝JIJはなb、。出土例は多いが，いま完形のもの 302

本をえらび計測怖を附してみた。いずれも直径は0.5cm 内外で，最大の長さ 24cm から最小の

長さ14cm までのばらつきがある。そのうち長さ17 ～22cm の箸が全体の80%を占める。なかで

も，20 ～21cm の長さのものが最も多くこれが探情的な長さだったことがわかる。使用の痕跡は

明瞭でなく，製作の粗雑さを考慮すると，ー附・にも�用し，まとめて廃楽されたことが推される。ヰ

Yi 容 部（PL. 69 ・ 70)

ふ たa 蓋形木敏（76～81) 隅切方形もしくは門

形の木板で，その形状から一種の蓋もしくは台

としての用途がかんがえら れる。 6点出土。

(76 ・ 77 ）は山手の方形板材の四隅を切りおとし

たもの。両｜掴は絡で盤形し， 2方の木口は面取

りすQ。いずれもヒノキ収目材ー。76は長さ 18.2

cm，幅 14. scm, Ji;さ約 1.6Cm。 77 は長さ 19.

5cm，幅19.ocm, Ji｝.さ約1 .o cm。78 ・ 79は厚手

の円形の木振である。 78は周縁＋こ法をつけ，中

央に方孔を穿つ。ヒノキ征日材。直径15. Ocm, 

厚さO. 9cm ，カ孔の一辺約0.3Cm。円板中央に

穿孔する器は，他地区からも出土しており， まを

－台の用途のほか，容棋の底にはめζんで甑と

して用いた可能性もある。79も78と同じ作りの

若きであるが，多少栴円形にっくり，中炎のJら

iまなb 、。ヒノキ毎E目4オ。直径 14.3～13. Scru, 

j手さ0.8cm。80 ・ 81はさきの 2 例に比して薄手

の円形木板。－·Ji山物容器の底坂にみえるが，

戦｜鰐 直径 厚さ 木釘数
82 19.0 0.5 5 〔 6〕錨
83 18.5 1. 3 6 

A I 84 18.0 0.5 3 〔 5〕 場z

85 〔19.0〕 0.4 

86 17.3 0. 7 7 〔 8〕
87 17.2 0.4 1 〔？〕
88 17.2 0.6 
89 17.2 0. 7 5 
90 17. 0 o. 7 

B I 91 17.0 0.6 l 〔？〕
92 16.9 0.6 一〔？〕 ＊ 
93 16.8 0.5 4 
94 16.7 0.8 4〔 5〕
95 16.6 0.5 l 〔？〕
96 16. 6 o. 7 5 

97 〔14.2〕 0.3 1 （？〕

I 
98 〔14.0〕 0.6 I 〔？〕

C 99 〔13.5〕 0.3 2 〔？〕 本

100 12.1 0.5 4 〔 5)

直後・厚さ単位 cm ( ］は組系鐙
Tab. 15 曲物容器底ltzの法盆

いずれも蹴に法をつけたり周縁を蒋〈し ， 木 主主国到外径 内rn Jr;.� 綴火数 持

．， 

釘孔痕跡がない。80はヒノキ板目材，直径20.5

cm，厚さ0.5Cm, 81はヒノキ板目材，直径17.

4Cm，厚さ 0.7Cm。

まげもの b 幽物容器（82～107) 薄板を曲げて側板と

A 

B 

c 

し，円板形の底J艇ないしは葉板に木釘ないしは D 

JO）茨城県必萩di付近には，稲の底に子しをあけた
〆ラクオケとよぶもので�fi反などを蒸すという
『総合日本民俗間設』第2之さく前掲） p.9010 

120 

IOI I〔42.2〕〔40.0〕（0.8〕 2〔町

102 J 〔29.3）〔26.6〕 0.75 5 

103
1

〔21.6) (20.6〕 0.7 3〔6)
104 〔21.5〕〔20.8〕 0.8 3(6) 

105 20.5 18.6 0.6 3〔4〕
106 19.7 18.9 0.55 5 
107 18. 7 17.2 0.5 4 

外径 ・ ！亨さlji（：な cm 〔〕は:fUlilHlfi
Tab. 16 llll物容傑遊仮の法武

＊ 



陣皮で固定した円形の谷熔。今回の調査では完形品は少なし多〈は底 ・蓋 ・醐敏に分解して

いる。いずれもヒノキ材。

ほ板はE川にっ くり，紅白の較材を用いa。両面を絡で蛙え，周輯を鋭利な刃物で正門形に まげもの
底桓

削る。閥躍の整11Mニ際して，側面を垂直に削るものとb、〈ぷん法をつけるものとがある。周縁

・の倒面には醐恒を固定した木釘孔があり，木釘をとどめる倒もあ否。釘孔の置は 定せず!も

っとも多いもので7手以後胤では8孔になる).もっ とも少ないものではnしであ否。釘孔の間隔
は一定せず，むLろ制<!(の固定を弱くする木口町木理方向をさけて穿孔している。

底源の直径から.A・II・Cの3型式に区分できる。すなわち.A型式はI也佳18.0-19. Ocm， 

B型式は直僅16.6~ 1 7. 3cm， C型式は直桂12.0-14. 2cmでめる。このうち!1I'A'B型式は後

. i!sする議直のなかに対応するものを見出すことができ，謎つきの容械であるといえよう。 C型

式に対応する蓋板はなし蓋を必亘fとしない援で杓子などの棒になる可能性がつよL、。
.u，，，"，， 

蓋恒は亜日の板材を胤い省。両面は飽で蛙え，木炎を上而とし悶睦を制利刃物で正円形』こ まげもの
董飯

町jる。なかには.1二而をやや中間にし， 周縁を蒔く 1るものがある。謎担の下回母拙から1cm 

ほど中央よりの円周上に側匝をおき，帽艇と蓋誼とをとじあわせる。側鹿町位置は，革担下面

・周躍にのこる個板の押圧甚と a それに添っての乙るとじ孔によってわか答。とじ孔は2fLをー

対とし。 円周上に4-6対を配するが，その間隔は一定しなu、。ただ，木理方向に 対穿孔す

6場合は，つねに木理に斜究する。下而のとじ孔に添って針描きの円弧がみとめられることか

ら，あらかじめコソパスt 醐甚位置を決めたことがわかる。 106は蓋のほ日完形に近い例で

ある。醐肢は輔1.5cm，I!j.さQ.4crnの薄も、妊目板でl 身の側板にみるよフな木理3こ直主す6剖

・線をその内日1にいれなし、。叫担の珂端をEねて伸皮でとじあわせるが，とじあわせは町柑部分

の2個所でおこなう。すなわち，個板の末端が内側にみえる制所では縦に2干しをあけ樺庄をと

おLてとじ，末端が外倒にみえる個所では外個の末端を幅約Q.3cmせばめ艇に 2孔をあけ様庄

をとおしてとじる。韮桓と111&，".韮庇の川縁にあけた5対の柑孔とそれに対応する側担の5

孔とを伸広をとおして聞定す否。

・ 蓋板は陛艦にくらべてすくないが， 内任(とじ孔位置での自由)によってA ・U・c.1)の4
型式に区分できる。 A型式は内径40cm，B型式は内桂26.Gcm， C型式は内在20.6.......20.8cm，

D型式は内陸 17.2.......18.9cmの盈植でわける。藍放のなかには庇置と対応するものがある。す

なわち，董j!iC・D型式は底桓のA'B型式に対応するロ蓋匝Bに見合う底桓は今回発見しな

かったが，宮内の他の遺構から直荏23cm"t而挫の底剥が少なからず尭見されている。ただ蓋E

・ A型式に見合う底板が現在まで尭見されていなし、。

絢物の底I/i，董亜の個々の法畳は表示したとおりである (Tab.16.17)。

醐敏は断片となって聾存する。それらのヲち，身と蓋とに識別できるものをとりあげたb、。 玄げもの

倒額
身の側鹿はさきにのへたことがあるように!まづ幅広の樽恒 (~l仮.)の両端をとじ円筒形を

つくる。この門間に庇板をはめ!底桓に症すω部分に酬の棋い静寂(側仮b)をタガ状にまわし

・その上から木釘を打込んで底車と倒板を固定する。身側<!(，としては高さ 8.4cmと6.9cmの

2睡績を施認している。それらは厚d0.2.......0. 4cmの笹日の薄阪で，円両には木理に直吏ない

しは斜史1-'; 割目 (O . 2~O.4cm の間隔〕があり，一部には町制をとじあわせる組九底桓を回定

した木釘穴がのこる。身側仮bとしては，輔 3.1cmと2.5cmの2岨却を確認している。とも
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に厚さo.2～o.scmの腹自材の薄榎で， 木釘孔の有無は不明であるが綴孔は部分的にのこる。

l 例として直径18Cm前後に復原できるものがある。 輩の側板としては， 106 以外に1例確認

しているにすぎなし 、。帆3.Scm ・ 厚さ0.4cm の紅白神板である。

以上のように幽物容器の直径には， 一定の規絡を見出せる。 またa 多くのl出物容器のi直径が

20cm内外におさまることは， 底板に用いる柾目板の木取り限界にもとづくのであろう。 本
JIむき

お し き c 折 敷（108～113) 周平なほ板に部い側板をとじ つけた折敷。 いずれも断片で先形品は

ない。しかし， さきに報告した6ABO区SE311の出土例によって全形がわかる。

おしきの 底坂(108）は二次的に切断されている。直線の木口面にわずかに法をつけており， もとの仕
底 緩

ロをとどめている。ζのことから， 元来は方形の板であったことがうかがわれる。旧木口から

内寄りの位置に斜行する2孔をあける。またこの位置には， 旧木口面に平行する帯状の押圧棋 事

跡があり， 側坂の位置を示している。現存の長さ6. 7cm， 厚さ 0.8cm， 側坂押圧痕跡の縮0 .5

cm。なお， 同一個体の破片とおもわれる109には，！日水口面 から内よりのところに4簡の角孔

を刃先で穿つが， これは2次的な加工である。

110 は梢円形の板である。 現在2片のこるが， 板目材からつくる同一個体の破片である。周

縁を椅円形にかたどり， 縁端には内面から法をつける。2）十には， それぞれ側肢をとりつける ＊

とじ孔を一対あけ， とじ孔には樺皮をとどめる。現存の長さ13Cmと10 Cm， 現存の幅3.8cmと

2. 7cm, ）事さ0. Semo後述するように確実にこの径の底板にともなう側叡を検出していない現

状から， 比較的側仮の低い折敷ふうの滞であるか， 側較の高い桶状の器であるかただちに断定

することはできない。符内の他の遺構から検出した同載の氏板には， 側仮位置に断面がV状の

講をめぐらしているものがあり， 同じ作りのものか藤原符跡でも出土していることから， 側厳 場
12】

位置にV状の講をつけるものが形式的には1抗、ことが推定できる。

おしきの 折敷の側艇と考えられるものには， 高さ約5cm 以上の向いものと， 高さ3cm以下の低い6
-O!IJ 板

のとがある。いずれも108 のような方形ないしは長方形の庇板にとりつけるものである。

111 は側板の高いほうの例である。現ι 子代理方向で3）十に割lれ，それぞれは互に接着しない

が， 木理の状況などからして同一品とみられる。薄痕の両端内側に折り曲げるための刻目を縦 傘

・斜の方向にいれ， ほぽ側仮一辺の長さをとどめている。 ヒノキ腹自材。凱存の長さ51. 5Cm,

物 差 し 幅6 Clll以上， 厚主o.scm前後。この造物は二次的に物差・しとして転用され ，
一面には文字を，

他面には目盛りを墨書する。 日盛りは， 木理4こ直交する太�O. lcm前後の盤努である。罫と!Jlf

との間隔はおよそ4.4cm で， のこりのよい破片では10区間をとどめる。 一 日盛りの長さを厳密

に測ると， 4.65～4. 3cmまでのばらつきがあり， l寸5分日雌りのようである。 この租の側板 本

としては， 鉦日の薄板からつくる高さ5.4cm，厚主o.scm前後の側坂がある。112 ・ 113は側板

の低いほうの例である。いずれ志高さ3cm i背後，J!j.さo.scm 内外の蒋厳である。 2 例とも2

11)『平主主’.�：昨la�!:f IV,! p. 35, PL. 51

12）その初説的なものは，i＼手｜制限聞方若w韮山町111
木の弥生時代遺跡から出上している（後藤『与＇－

『伊立 山木遺跡一弥生時代木製品の研究ー』

築地斡館 J 962'.'i;; pp. 60）。木下J忠は， これを
弥生｜時代のti担げ物だけの！な仮とするが， 主主もし

くは折激ふうの器・であろう．小体行総は， 弥生

122 

時代の1JJ1げ物存在税に反対している（『統合代

の技術』J高選番44 JiS伯爵 1964年pp. 31）。

古墳時代の縮製会やお!Mtl:には， 衛門形刷物の

存在を予測させるものがある。 藤原宮跡例〈残

長59cm）も ， ｛誌；J，阪を失っており， 折敷ふうの

端であるか， 紙状の�でめるかいずれともVi.·め
がたb、．『藤原宮』p.67, PL. !6-27, PL.51 



次的な同断をうけv 短IIU隔を呈する。 112は側肢の河端を重ねる部分の破片である。耳ねあわ

せ部分は端部に向けて禅〈削り，端部部分の2桐所を樺皮でとじあわす。 一方の側副と一回と

の被線に由b、V字申のえぐりをいれ，その中央に底肢にとりつけるための孔をあける。乙町四

も2次的に木簡に転用され，ー面に「西宮宛揖ロJの習書がある。 113O loj樺の聞であるが r西宮宛抱
口!

・この間では南桓の中央に鍬で直桂 O.3cm内外のHlを縦に配寸る。 3干Lは側板の而蛸を重ね

あわすための桓孔であろう。拍手しから少しはなれた一冊面からV宇形町枝いえぐり をいれ，そ

の中央に穿孔する。庇匝をとりつけるための綴孔である。

d 箱C1l4'115) 完静品はなb叫、，小簡の葺もしくは底匝と考えら札る破片がある。 は こ

114は桓闘の長方帯桜材。全面を削って盤形1" 4隅に釘孔をあける。木口に接する2個の

事釘孔にはt，お木iiTをとどめる。これに対応する 2個の釘孔は他端木11から少し内よりに位置す
る。 ζれらの釘孔はいずれも冊匝を固定するものであろ うが，この状況では側板を方躍にめぐ

らすことはできないので，少なくとも木口聞が2次的に切断されている可能性がつよも、なお，

この桓の上面には，木口に平行して 2本の血描き線をいれている。長さ 17.lcm，幅8.2cm，

厚さQ.7cm，木釘の在的Q.3cm，2迫描き組のfm間14.5cmo115は舵聞の絞片Cある。 一端の

掌木ロ而と一冊面は欠卸している。曲の手の揖にそって木釘孔がある。木釘孔の状況からすると

重宝度の補修をうけてい否。いずれも側駐を問定するための孔であろう。現存の長さ7.2cm，品

存の相6.6cffio

巳 鍍(116) 恒日の広聾削材からつくる挫き物の円形盤。時蝕が進行L脳波する部分も多 ば ん

いが1 両国とも ログ ロぴきである。艇は鼠の内問からわずか外聞きにつくり，内問中央に低い

・門簡をつくる。乙の円闘の直在は盤町半起にひとしも、。庇町外聞には輯にそって低い両台をつ

〈るロ腕などの承盤である。直在比'0立n，両さ1.6cm。
f 漆 置(1I7) 離木取りの漆瞳の蓋，広!i!;樹材。撞き物の木心に麻布を貼り，その上に

議曜をかける。器の下町は平滑にす石が， 上而は幾分中尚に仕上げ否。現在企体の約 1/5をと

どめる。元米は宝珠形のつまみがつくかもしれなも、。祖原直在約8.8cm，厚さO.3"""'0. 4cm。

• t百部 材(l'L.72) 

木製品のなかには， 部材としては完結していながら!それによって棉成され各本来の器を推

測しえないものが数多く存在しても、否。こ ζでは!それらの部材を醇官lj'fJに区分する。

う，.しの
ふた

a 柚穴のある角材(118-120)

なもの 3冊をあげよう。

角材町一端あるいは両端に柏穴をあける材。期限lの代表的 ほぞあな

角材

• 1181ま角材の企而を丁寧に削り，一万円側而中央から一端木口にかけて浅自に削って相を臨
くす品。両端木口から内によった位置で表謀に):(過する方形の刷穴 2 個を~で穿つ。長さ38.7

cm，最大幅4.7cm，j!jさ1.9cm，柏山怪2.6clO巾桂，2納氏問の心心の長さ26.7cffio119は踊

平な向材町一端に貫通する長方形の納穴をあ吋ている。 一端は折損のため不明である。現存町

長さ19.7cm，幅3.2cm，厚d1. Qcm。嗣穴の長僅 L3cm，盟佳 1.1Clllo120は扇平な角材でー

$拙は醜失してい石。腐蝕がかなり進行してはし、るが，本来は主血が丁寧に削られていたことが

わかる。刷穴を残存する一端に方形にあけている。 現存の長d25.2Cm，軒 6.1cm，ff1.さ2.4

Offi，柏穴珪3.4cm。
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きりかき b 切り火きのある部材（121～124) 材の一方の高に渡りあご艮の切り火きをいれるもの。
部 材

121は現主一端を折劃する｝￥手の榎材。 材の一方の商に切り欠きをいれ ， その『 I•失に長方形

の納穴をあける。いずれも盤による加工。復原長15Cm前後 ， l陥6.3cm, ）.亭さ 3.Qcm， 切り火

きの幅9.Scm前後， 深さ1.5cm， 抽穴長辺5.Qcm， 短辺3.8cm。122はl祈聞が台形の角材。全

面を丁寧に削って整形し， 両端木口の四稜にも面取りをおこなう。角材の 一雨に撃で切り火き 本

をいれ， 切り欠き面の両端にそれぞれH聞の円 孔を穿つ。I IJ孔は錐で表高に貨通主せるが， 2 

孔は直線に揃わず左右に少しずれる。現状では第2の材を切り欠きにかみあわせたり， 円孔に

挿入した誠跡を見出すことはできなも、。長さ 19. lcm， 幅4.1～4. Scm, J•j. 苫 2. 8～ 3.0cm， 切

り欠きの l陥 13.1cm， 深さ 1. 4～ 1. 2cm， 門孔の直径0. 9cm, 2 孔間の心心の長さ8.scm。123

は裏面に切り欠きをいれ， 安聞を舟底風に削り， 両端木余り部分に茨而から木釘を打込んで第 ＊

3の材に接合する部材。すなわち， 両端木口に向けて表頑と両側の三方から削って表面を苅－底

風にととのえる。裏面には長手の切り火ぎをいれ， 両端の木余り部分の表面を平坦にする。切

り欠きの内面には， 現布木1旦に直交する3本の釘描・き刻総をとどめるo�閣の両端から維で穿

孔し， ー孔には木釘をのこす。なお， 現状では埋没時の土圧でかなり変形している。長さ17.0 

cm， 最大幅 2.8CID， 最大の厚さ1.2cm。切り欠きの幅12.6CID， 深さ0.3～O.Bcm。釘 孔の心 本

心の長さ14.lCmo 

124は断面半円形の俸状材。表聞を丸〈仕上げ， 裏面はおおむね平担。 阿端木口に桜して裏

面から浅い卸り欠きを入札る。 一端は折劉し切り欠きの一部分しかとどめないが， 他端には完

全に切り欠きをとどめる。現存の長さ25. 6Cm， 幅2.Ocm ， ）.享 t3 l. scm。切り欠きのl幅2. lcm, 

深さo.2cm， 切り欠き問の心心の長さ約23cm。124に組み合うらしい部材として125・126があ ホ

る。この 2点は同形・同巧のっくりで柾自の小板片を立脚形 に 加工したもの， 上半と下半に

わかれる。上半分は第2の材へのとりつけ部分で， 上端を山形にそぎ両側をまっすぐとおす。

下半分は両側からえぐりをいれ勾形の支JVlf状につくる0 ・長さ5. 9Cm， 最大1l1M 2. rem ， 厚さ0. 8

Cillo この上半分の幅と(124〕の切り火きの1泌がよく合致するのである。

1271ま長方形の坂材4こ講を刻んだもので ， 上述の切り火きとはことなる。 板材のー而の上下 ＊

2個所に， ＊理を横断するV字形の滞をきりこんだものである。長さ 18.Ocm， 幅2. 9cm， 厚

さ0.5Cm。刻り踏の幅1. Qctn 1J1i後， 切り火き問の長さ9.6Cm。

128は値目の板材を加工したもの。上而の小央部分を高くのこし木口方向に次第に低〈目的，

下面は平滑に削り側商形は�（（J診になる。前＼む、部分のわずかに一端に片寄る位置に切り火きをい

れ， 両端によ聞から穿・孔する。孔に木釘がのこるので ， 錦3の材に固定したようである。長さ 彬

7.Scm， 高さ1. 2Cm， 相O.9cm。切り火きの幅1.Qcm， 深さ1.Ocm。

lま ぞ C 柏のある部材（129～132) 材の両端に納をつくりだすものと， 二個の部材とを結合する
部 材

f泣い納がある。

129は柾闘の周平角材の両端に柄をつくり， 中央部分のー側面から半円形のくりかたをいれ

るD 両端の栴は表裏とー側面の三方から盤で加工したもので， 柄の中央には表裏に貫通する円 ＊

孔を錐で苦手つ。 桶の把手のような部材か6しれなb、。 材は著しく腐蝕している。 長さ約 28.0

cm， 幅約3.4crn, �：さ約2.3cm。柚の－良さ約3. Qcm, 1f1J;,j約2.scm， 厚さl. Qcmo円孔の直径約

Q. 7cm。 130は柾自の扇平角材の南端に納胤の加工をほどこした材。 荷端を両側面から斜めに
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削って担分身幅を~くするにとどまり，身と柏との聞に明聞なml.tな L 、。長さ 27.9cm，幅3.3

cm.厚1.3cm。柏の長さ約4.5cm，最小の相2.5cm。

131・132は別の部閣に埋木して用いる匝い柄である。 131は長方静の木札の上半を削って酬

をつ〈り，埋木する下半には租い割り而をのこす。長さ 7.7Crn，相4.lcm， }~J. さ 2.4cmo 柏町

*長さ1.5cm，鯛3.4cm，厚さ1.3cmo 132は木札の上下を 2分する位世に刻組をいれ，上半を柏

としド半を樫木ヲる。すなわち，刻線から上部は各被に而J&りをほどこし入企に削る。これに

対して下半の削りは岨L、。長さ7.8cm，相4.9cmc，厚t:¥. 9cITl。服い刷は現在までの尭掘調査

では，井戸枠の自信吉材に用いていあ剖が多くしられてい否。上述の附例もそうした用途に供す

るものである。

事 d 丸悼(133.131) 角材を目]っ亡丸隊にしたもの。それらは， 小断片に切断されたり， まるぼう

縦割りの半検丸障としてのこ り，完形をとどめるものはないが!いずれも節をさけた良質のヒ

ノキ材。いまは，それらのなかでやや原形に近い2例をえらぶ。

133は一端を 2次的に!'I:断した丸待。旧木口面は入品に削り，柑の盟国にはかなり長い削り

あとがのこ否。附面は楕円形に近も、。旧木口固から内よりにー孔の向孔が貫通しτいる。角孔

・は俸の長僅の中央から穿ち.ilが方形であること，上から下に向けて孔が次捕に嗣くなってい

ることから，本来は釘づけ喜れていたこ左がフかがわれるロ物干のようなιのだろうかo!地点

の長さ48.2cm，長在3.(}Cm，恒産2.4cm，向，[の般大幅O.5cm。

134 (， 133と向じ町り町長い丸障であるが，多少l'<なる。すなわち，丸俸の 端に層減した旧

木ロ耐をとどめるが，対応する他端は畳分幅をひろげ杓子状につ〈る。この部分は損障をうけ

・原形告しりえないが， 現状での形は「訴のfJを大型にしたようなものである。現存町長さ

77.8cm，丸修部分の怪乙7αn.先端突起の帳3.6cm， J!Jさ乙 lcm。

e その他の部材(135-144) 135--140 はくさび形の部材。長方形の担lい割り而をとどめる 〈 さぴ

材のー端を両国から削って，斧D"Ji状に加工する。長知大小の韮はあるが，いずれも周自的な加

工にとどま答。刃にあた。部分や顕頂部分にはWl若なも，用叫跡はみとめられなむ、。法隆寺金堂

.の柱には， くさびを打込んだものがあ2ιとから。これらも木材を削る際に用いた可能位がつ
よも、。ヒノキ材。倒々のt去最は l'ab.17のとおりである。

141・142は杭の倒である。杭は広葉闘の自黙木の先端を尖らしたものが多〈。大小Eまざま 〈 い

のものが出土している。しかし， 多くは原形をとどめていなL、。 141は散少ない完形品の 1例

であって小型である。樹皮をとどめ各桂木を用いており， 先端を晶証状に削っている。長さ

・ 27.1cm，直佳的2.2cmo142も同じ円りのものであるが，先端の附り部分には切込みをめ〈ら

している。上部は折倒している。現直の長さ 16.8cm，直佳約2.8crn。

資制得勾| 3を さ 畿大制 位大厚 1<3は細阪を木町でつないだ闘である。拒の いた ・〈ぎ

J35 11. 5 4.3 1.3 両側面に 4本と 3本の木町畳間同高不定で埋めこ

136 11. 7 1.9 1.5 んだものである。長さ20.4cm，制1.Ocm，厚さ
13' 10.6 3.0 2.3 

138 19.9 5.0 2.0 O.6cmo 

139 19.0 4.2 1.2 144は割り裂きをのこす甑日の桓2枚を横に
140 12.日 5.2 1.5 

単位 cm 13) U、内刑司g保存'1111会 『法附寺園'"保存工事
TaIJ. 17 (さぴ形木~ ，p"の法;町 制告国主法腕1令~tJJlI\ '[1f下報告，~ 1956年.
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連続するもの。－木口と側面に原形をとどめ ， 他は2次的な加工をおこなう。原形をのこす木

口部は外聾する弧形縁に削り，側面の縁も部分的に弧状に削る。周縁には3 孔を穿つが，それ

らはし、ずれも錐を用いず刃先て、苦手ったものである。側縁の2孔は －)t�J-となり，木口縁の nしも

ヌド来は一対となって機能するのである。おそらく，板に枠状の材をあて穿孔部分で，続などを

用いて回定するのであろう。最大の長さ47.5Cm，現存の幅16 .4Cm，厚さ0.5cm前後。 キ

府 用途不明木製品（PL. 73) 

木製品としては完全な形態をとるが，現段階では用途を推測しえないものがある。

ふ だ a 札形木製品(145～147) 板自の木片を札形に加工したもの。3点出土。145 ・146は両国を

平滑に削り，2側面に接する四稜を面取りして断聞を桁円形に近い形にする。両端木口は両側

面から斜にそぎ， 3角形にする。この場合一側聞からの削りが深〈，全幅の約3/4 I，こ達し， 他 水

側面からの削りは先端をそぐ程度で，平商形はむしろ台形に近し、。145 は長さ10. Qcm, I縞2.8

cm，厚さ1 . lCllo 14 . 6 は長さ 9 . 7cm, 1随2. 7cm，厚さ1. Qcmo 147は両端の形が少しことな

る。すなわち水口の両側面からの削りおこしと長さ がほぼ等しし荷端は剣先状になる。他の

部分は前の2例と同じである。長さ8 .9cm, ,1癌1.9Cm，厚さ0. 7Ctno 

せんこう板 b 穿孔板（14S～151) 小木片に表哀を貫通する数値の穿孔をおこなったもの。4点出土。

148は平面形が細長い精円形の小板に縦列の塁手孔をおこなうもの。 小；披片を両面から 両側縁

にかけて部〈削り，両端を半円形にする。また材の中央には，錐をもちいてたてに5 孔穿って

いる。長さ6. 7cm, 1fi席上6Cm，最大の｝1]さ0.4cm。孔の笹約O. lcm。

149・150も小木板に縦列の孔を穿つものであるが，148とはことなる。149 は断面が中高のカ

マボコ形で，両端木口は直�間。その中央で木理方向に4 孔をあける。穿孔は焼火警のような 喝

もので雨前からおこない，干しの内面は焦げている。現在，孔にそって縦に割れ半分を欠失。長

主4 . Icm，現存のi[i桔0. scm，厚主o .4cm の孔の直径 約Q .4Cillo 150も149 と同じっくりで，中央

に5 :JLを縦列にし，現在縦半分を欠失。長さ5 . 7cm， 現存の栴O .9cm，最大の厚さ0.3Cm。

穿孔木；／tiのうち，149・150 は；焼火箸のようなもので穿孔するので， 一見， 火鎖臼のような

形態をとる。しかし孔の位恒をあらかじめ刃物で窪ませていないこと，孔が側面にそって穿孔 仇

さ れていないことから火鍛臼とはいいがたし 、。

151 は楕円形に近い木板に，鼻緒孔のような配置で孔を穿つもの。板材の両昔話i木口を直線に

し，両側縁を外反りに削って平面形を小判形にととのえる。板は幾分一方に反り気味で，中央

部分を厚〈側縁を部くする。一方の木口縁の中央に 1 孔を穿ち，両側縁の中央，にそれぞれ縦方

向に揃えて2孔一刻を穿つ。穿孔は錐とおもわれるが，紐ずれの痕跡はなし、。ヒノキ舵目披。

下駄の形代であろうか。長さ12.9Cm，阪6 .3Cm，最大の厚さ 1.ocmo 

えんぽん c 小r'=J；仮（152～155）板材を円形に加工したもの。 周縁の一部に突起をつくるもの， 円板の

中央に孔を穿つもの， 孔を苦手たないものがある。4 点、出土。

152は柾自の小円板に，棒状の突起をつくり，円粧の中央に円孔を穿つ。直箆3 .5cm nrT後，

厚さ 0.4Cm。突起の長さ 0.9Cm，幅0.6cm。円孔直径五句O. Gem。153は柾目の板材からつくる 学

小円板。正門でなく ， 若干， 楕円形に近し、。長径4 . Qcm，短径3 .9Cm，厚さ0.4cm。

「口五斤」 154 も柾自の板材からつくる小円板。 転用材を用ハ 整形する一面には「口五斤」の盤書が
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あ6。他面には製材時の割り而0・のよる。円板町周離には法をつけ，断面は周平な台形6こ近

い。直径5.4cm，厚さ1.lcffio 

155は上述の諸倒と鍵なるが，便宜的に乙の項をいれる。広聾掛町小木片をもちい否。平面

需を間円につ〈り，その倒周に珊線をいれ一同させ上田を浅く臨ませた大E状の加工品。長怪

• 1.8cm，矩佳1.3cm，最大の厚さO.8Cmo

d えぐりのある木製品。同-158) 156は嗣匝材を左右対弥形に1m工したもの。叡材の両

叫躍にそれぞれ3儲のV字形〈 りかたをいれる。 上端は円問形につ〈り!以下のくりかたも向

をおとし，上部は小円肢を 3悩連結した形状になる。下部は耐側躍をそぎおとし， 剣先状に

す呂。ヒノキ征目躍材。長さ22.6cm，最大幅3.7c01，紋小相1.3cm，fJさO.5cmo古内の他地

. 13:から尭且した「削り掛け」のなかにはj これと知似するものがあ答。 156も「削り掛け」の 削り梼け

一ifsに〈わわる可能性があるが，その形態は特異である。

157も極材を左右対称形に加工LI二6の。両端木IJを木諜形にかたどり，両側躍におのおの

2酬のv~(~Jfj <りかたをいれ，中央部分を鋸筒形の対象形にする。上面中火に縦占向の摘をと

おし，上下旬〈りかた付近の鍋tから 2個の円孔をあける。門孔は離をもちいずa 両面から甜

・利な刃先でくり'"、たもの。現品では木l'I!に添って離方向に 21庁し，一半町一部を2次的に削

りと否。ヒノキ般円材。長さ12.Ocm，最大幅3.1cm，最小幅1.2cm，最大町I亨さO.7cm。用途

は決めがたいが， ~.ieAにふ〈められi5かもしれなも、。

158は長方野の桓材を加工したもの。 下捕は両而から刃物をいれて直線に切りおとす。 上端

は斜めに切りおとし，その下部町一醐固からV字形の〈りかたをいれ騎1止を呈する。〈 りかた

・ をいれる側而は直線にするが，他側面は，哩分か内問気味に出〈削りこんでいる。ヒノキ紅白

の一種か

材。長さ 12.2c01， ~ 1. lcm，厚さ O.8cmo鳥か隠の形をあらわした嗣似品が他の追跡から尭 形代か

且されており ，食倒も鳥形ないしは馬形である可能性が大きし、。

e 柄状木製品(159) 角俸の小片を加工Lたもの。棉材のよ半は断削葺形にととのえ，下半

分は和1削りのままの北官。上端に嗣めの舌状の突出をつ〈 り1 この拠出部分に 2条の剖組をめ

・ ぐらす。下端の同断は粗(，ー而から切りこみをいれ 0)ζ りを手で軒り火(，舌状の突出部

分になにものかを装着したのであろうがj 現在装着の痕跡をとどめなb、。良さ 11.8cm，幅1.0

，m，瓜さO.7cm。舌状突出部分の長さO.5cm，幅Q.5cIll。

f 十字路木製g野山曲〉 板材から十子JfJの木世を.n工したもの。材は舵目の叡材で，材理に 十 字形
木 製品

斜吏する木どりで，十三子三野に4枚を剖りだす。各桂は断而6-8辺の多而形にっくり，各校の

・先端は直椴面を2する。長さ9.2cm，幅9.1cm，厚さO.6cmo 技巧帽1.Ocm前後。

g 依子陪木製品(161) 租割り両をとどめる柱状町小角材を加工した6の。断聞を正方磨と さいころ形

し，両端は角錐JfJにする。長方形の4面には，木理を横断する割線をいれる。剖線は合計四本

あり本と 3本 2本と 6本とをそれぞれ相対する面に配る。 ー輔の世子であろうか。この

極の木出は他地区からも出土しているがj それらはし、ずれも 1:本と 3本 2本と 4本の剖線を

・相対する而に配っており， この間とはことなっている。長さ5.3口町輔O.95cm，厚さO.85cm，

h 柱状木製品(162. 163) 162は角材を加工したもの。材は断耐1EJj陪に近い柱状角材で，丙

柑木口はi1I椴回。 側而の四後'1'央部には円笥す否浅い弧状のえぐりをいれる。長さ14.3cm，

相 5.6cm，厚さ 4.7c01o163は踊平な角材加工品。断凶j見方形に近い角材で，側而と両面が接
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A

B 

164 
165 

長 さ

27.8 
28.2 

最大縞

1.6 
0.9 

166 I 24.4 1.4 

167 I 23.6 1.4 

する各稜を間取り する。上端木口は山形に削

り， 下端木口は鋸で切断して直訴面にする。一

面では下端から上端にかけて薄〈削って厚さを

減じている。山形の木口の各後に磨波痕跡があ

る0 ・良さ11.2cm, 幅4.7cm, 厚さ2. 3Cmo ーーーー， ：・ーーーーーーーーーー
き

く し 形 i 111形木製品（16ト 169〕 棒状割材の先端を

尖らしたもの ， 先端を崩平にして箆状につくも

の同音がある。ここでは身の断面形が， A長方

c
168 I 25.5 J .4 
t69 I (20.0) t.6 

判t（；な〈〕lt{lllii!ilt!7-飽
Tab. 18 $1診木製品の法務：

姐i ‘ B円形 ， 01土円形を呈するものに区分し代表例をあげよう。なおいずれの木恭にも先端に

悶耗担；L跡をとどめる。 ＊ 

八型式（164～166) 細仮材を加工したもの。 いずれも上端は切りおとしであるが， 164 ・ 165

は下端を針先状に鋭〈尖らし，166は嬬王子な剣先状につくる。 B型式（167）は丸；僚からつくる。

上怖をIむ故国とし， 下端は次第に，細〈尖らし， 円�，状を呈する。 CJ型式（168・169）は断面半円

形の線材からつくる。168は上端を切りおとしているが，169は上部焼失のため不明。下端はい

ずれも167と同じく円安街彰に尖らす。

C S K2101 他出土木製品 （PL. 74・77)

ここで， 中区東2幹部東端近（ (6AAO区D地1玄〉の土峨SK 870， 同区東2幹部小ほど （6AA0

区 G地区）のSK2101 ・ SK.2102 ・ SK.2104， 中区東半都（G地区）のJI··戸SE2128 , 同区西半部

京端近＜ ( 6八AOl天M地区）の8£2278から出土した木製，r,，を一掃してあっかうことにしよう。

場院

紫紺にもえらんだように， これらのうちSK2101の山ニlニ品が最も多b 、。なお，SK870においては ＊

s1λ披官Vの土禅， SK.2101においては平城7戸rmの土時 ， SK2102においては平・戚符Eの土器，

SK2128 においては平成宮Vの土擦を件出しており， それぞれの木製品の略年代を想定できる。

i 服 飾 具（PL. 74) 

げ た a 下駄（170） 平曲

周緑には而取をほどこす。樹は連歯で台を撃で〈りぬいてつ〈る。合上には 3孔の鼻緒孔を錐 氷

であけ ’ 前賢は右にかたよる。足裂の指やかかとのあたる部分が層減し， 鼻緒ずれが顕著で，

後mの指よりから台の下面後端が著しく 磨耗しているよとなど， よく使用されている。 長主

22. ICm， 制9.6Cm， 最大の高ぎ3.Qcm， 台の厚さ1. 3Cm。SE2278出土。

ii 祭 杷 共（PL. 74) 

かたながた a 刀 形（17 1) 細板材からつくる。 全長の約半分を万身とし， のこりを柄にする。刀身 字

には刃と錨と刃先をつくる。柄は四援を粗〈間取りする得度。 ヒノキ板目材。 長さ22.4αTI,

j員λ：＊／rll.9cm， 技大の厚さ0. 8Cillo SK.2101出土。

けずりかけ b 削り掛け（172～175) 172 ・ 173は短冊形滞娠の下端を尖らし， 上端を圭顕状にかたどり，

車町｛の両側縁に削り掛けをいれたもの。 172は板目材 ， 下半欠失。現存の長さ18.Ocm, 1隔2.5

cm， 厚さ0.zcm。 SE2278出土。 173は粗密11り聞を表現にとどめる紙日材。 長さ14.Ocrn, 幅 キ

2. lcm ， 厚さO.zcm。SK.870出土。
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174は， やはり表裏に割り商をとどめる網板材をもちいる。現状では顕部を折損するが， 下

端は両側から鋭〈削って尖らす。現長 16. 6Cm， 幅l. 5cm， 隠さ0.6cm前後。SK210llli土。

175は上述例とことなり， 割稼材からつくる。断面3角形の搾材で， 先端を尖らす。身倒の

一段には， V字形のえぐりをほぼ等間隔に4個配する。梓材 3面のうち 2面には割り面をのこ

＊ すので， 2次的』II工をうけている可能性もある。長さ15.zcm， 最大幅0.8cm。SK2101出土。

176は1切り掛けと形状をことにし， 用途もζとなるとおもわれるが， 一応この項にまとめて

おく。上部を刺仮の状態でのこし， 下部を留針のように細くする。上端は折拐のため不明。長

さ16.5cm, 1/11ill. 1cm, ／以さO. 4cm。 ヒノキ板日材。SK870州土。

1ii エ Jヨミ (PL. 74 ・ 77) 

* a 木針（177) 柾目の納；阪材からつくる。 頭部は諒線に切りおとし， 先端は両側面から は り

削って尖らす。頭部iに針孔をあけるが， それは刃物の先でくりぬU、たものである。 SK.820出

土の木針と謀本的には同じであるが， 本例のほうが幅広である。長さ 9.4cm, $T,l 1. 5cm, JV.さ

0.3cm， 剣孔長径約1.5cm， 短径約0. 7cmo SK2101出土。

b 火錨臼（178) 材の両端は折損。 細長の角稼をm む 、， ー側面は割り而をとどめるが他側 ひきりうす

’ 而では上国に接する稜を面取する。臼孔は面取りのある側綜に8個．｛也側縁にi個ある。臼孔

は摺鉢�を呈し， 内問は焦げ， 臼孔にそう側面には刻み目をいれる。.filJ材。現存の長さ19. 1 

cm， 相2. lCm, 厚さl.Ocm。 孔の京径約 1. }cm, 深さ0.7cm前後。SK2101出土。

c I窓口形木製品（179・1加〉 隊の端に尖頭の木片を鈎形に箆で結びつけたもの。 工具とす とぴぐち形

る杭極的安V.rbは令いが， 一応この項にまとめておら

* 179は表面に樹皮をとどめる長手の自然木を柄とする。身は白然木の 一端を杭状に削る。柄

は自然水の本のカを柄元とし， 末の方を柄尻とするが， 」訟は柄元で柄bi'.の方向に約15度傾けまE

で縛って臨｜定する。柄の長さ106. 2Cm ， 直径3. lcm前後。身の長さ20. 7cm，直径3.Qcm前後。

SK2104州‘ ｜ニ。 180も表面に樹皮をとどめる長手の自然水を柄とする。柄は氷のJiを柄元とし

末の方を柄Mとする。柄尻は折｛慢のため不明であるが， 柄元は斜めに大き〈そいで給先状に尖

場 らしさらに木，＿rから裂け目をいれる。 この裂け同に自然木を縦に4分割りした尖頭の木片を柄

に対して直角に狭みこみ， 蔓を巻きつけて同定する。柄部の現存の長さ92.Bcm， 直笹O.3cm 

前後。trの奈さ7.Zero， 長径2.3Cm， 短径1.scm。SK2104山土。

i＼＇ 食 際 器（PL. 74) 

a 匙形木製品（181) 身の先縁を直線にする八型式の匙形木僚である。仕上げは良好で，縁 さ じ

ホ を筆先状につくる。 ヒノキ板日材。長さ 19.ocm， 身の栴2. 2Cm， 原さo.1cm。柄の幅0.7cm

前後 ， 厚さ0.5cm。SK870出土。

b 約予形木製日r(l82〕 よきの先縁を半円形につ〈るB型式の約チである。 柄を折損し， 身 しゃくし

部のみ。 到背11から身の 一雨を削り先縁に向けて次第に部〈つくる。 ヒノキ杭日材。 :gel仔の長

さ16.Scm，身の，r暗4. 9cm， 厚さ0.Scm前後。柄の1隔2.Ocm前後 ， j耳さ0.Semo SK2101出土。

ホ c イ�（183〕 折射した箸がSK.2101から多数出土している。 原形をとどめるものは少ない は し

が， いずれもヒノキの淵り材を削るもので， SK.820の；場合と｜同じである。
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V 容 器（PL. 74) 

ふ た a 整形木仮（184・1邸〉 円形の木薮で2点ある。184は現複廊蝕が進行しており， 詳細不明

であるが， 板口材からっくり， 木裏面の周縁に法をつける。i直径II.Qcm前後， 厚吉0.?cm前

後。SK.2101出土。185 は全体の約1/3 を欠失。 板目材をもちい， 周縁の削りは粗〈正円にな

らなb、。直径21.Qcm ou｛乱厚さO. ?cm。SE2128出土。 ＊ 

まげもの b rth物容探（186・ 187) 側腹は細片をとどめるのみである。j底板とまま板が各 1 枚ある。

底板（186）はヒノキ�目材からつくるB型式の底板である。！舟倣のため木釘穴の有無はわか

らなし、。直符17. Ocrn ， 厚さ0. 6Cmo SE2128出土。 議板〔187）はヒノキ柾目板からつくってい

る。損傷と腐蝕たのめ著しく原形をそこなうが， 周縁の2個所にとじ孔と樺皮をとどめる。 下

而には側板の抑圧浜肋；と針描きの円弧とがのこっている。平筒形は正刊ではなく小判形になっ ＊

ており， SK.820 の幽物容器蓋板には類例をみないものである。時例のうちにないものである。

＆［原長径16.5cm， 復原短径11.5cm, 厚さ0.5cm。SK2101出土。

ふ ね c 桝（188) ヒノキの割り材をくりぬいた槽。 材は板自の角材で， 栃木にとり木表を上商

にする。 両端木口は手斧で粗〈削り， 両側面を平滑にととのえる。下而の四段はともに面取り

するが． 両端の木口の下部は内方にむけて斜めに削り， 下而は船底？診を呈する。平面形が平行 傘

四辺形のくりねぎを上面からいれてくぽます。内面の四壁は法をとるが， とくに木口面の法は

長〈畿の刃痕をとどめる。器壁の4隅には撃で4孔を穿つ。 3 孔は外側商から内而の3隅に貫

通， l；孔は上閣の一端から外側面に貫通する。孔の内面には組〈削臨する撃の刃泌をのこす。

総の内簡には磨耗痕跡があり， かなり使用さ れていることがわかる。 lt(;大の長さ 62. 8cm， 幅

21. 1cm， 日さ10.Ocm。SK2102 出土。

·'Yi昔IS 材（PL. 74) 

a 柏穴のある角材（189) 納穴をとどめる材は数点あるが， いずれも破損・腐蝕が著しし 、
0

189 は比般的よく旧状をとどめるもので， 心持ちの角材に袈裂にft過する納穴をあけている。

現必， 納穴の部分から2次的な切断をうけており， これに対応する木nも撃で削りとられてい

割弱

る。 現存の長さ約13. Ocm， 幅5. 4Cm， 厚さ3. Qcm。 拙穴の相2.5cm前後。SK2102出土。 ＊ 

｛まぞもち b 柄のある部材（190 ・ 191 · 193) 190 は踊平な角材の一端に柚をつくりだしたものである。
部 材

柄のあけ方はよくわかり材の 表裏からまず鋸で切り回をいれ， 木11から懇で打欠いている。 柄

をつくらない木口面は鋸で切断して平清にしている。 長さ 28.9Cm， 幅4. lcm, 厚さ2.3cm。

柄の長さ1.9Cm， 厚さ0.9cm。SK2101出土。

191 1ま納長の板材からつくる。 2次的な加工をうけているらしく両側面は割り面を呈してい ＊

る。 現状では納長の板材のようにみえるが， 両側面にのこる削りの状況から長方形の材の両端

に柄をつくっていたことがわかる。 それぞれの柄の中央には， ［iで方形の子Lをあける。 ヒノキ

拒関材。長さ29.9cm， 現存の幅3.3cm前後， 厚さ1. Qcm， 柄の良さ約4.0cm, 1陥3. 3cm前後。

方孔の一辺1.0む賞。SK.2101出土。

192 は般織には柄としがたし、。 両端を鋸で切断し ， 両側而を粗〈削った創lJ長の板材をもちい ＊

両端のー側｜貫の木11付近を浅く削りとって栴風につくる。 この部分のほlfr.十 r失には茨裏に員－通

する門孔を錐であけ， 孔には木釘をのこす。妊日材。長t: 28. Qcm， 帆3.9Cm UII後， 厚さ1. 4 
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』

cmo円孔E置O.6cm，円孔の心心の長さ23.0cmoSK2IOl出土。

c (りかたのある恒092. 194) 2点とも同陪 ・同大である。 192は完M.194は破片であ
否。 長方形の桓を杭木にと ってつ くって~ 'Q。両端を僻で~J断したのち，長辺の 2 陥に約 114

同町〈りかたをいれている。平副形は斗貯の側而形に似る。〈りかたをいれない側縁に錐で3

・個の円孔をあけ<;0 1孔を中央にあけ.2孔をその左右に同一間隔をおb、て誹ってb唱。板間

材。長さ29，OCrn，相14.9cm， 厚さO.9cm。門干しff:O.8CITIo 2孔聞の心心の長主的 12.3cm。

192はSK2102出土。 194はSK2101出土。

d 切り欠きのある木片(19.β196) 柱覗の小木片の個面中央に切り欠きの冊をまわす。割 切 り欠き
あ~木片

り材からつ〈る九綜を2次的に加工したもので丸俸を揖で輔切りにし， 縦に 4分割した Ufo

.片は断面を扇形にする柱状の小片で，中央部分の各躍にV字形の切り欠きをいれ，櫛状に周

続さす。 195.196にはおのおの割り而が合軍する側面があり，上亜のように同一丸停から加工

したことがわかる。長さ7.4cm，幅と厚さ1.4cm目"後。 SK2101山土。

e ログロ扱き木村(197-201) ログロ加工の釆成品と材のー部に加工痕跡を とどめ るもの ロクロ ぴ

がある。いずれも広葉樹材。すへてSK87QからIH土した。

・ 197は円住形の一端木口にロタロの加工而をとどめる。木心をさ吋た材の価問を木理方向に

削って柱状形にする。 一端の木口は直哉而とし!地端木Hをログロでひ〈。同心円を呈するメJ

叫 ロク ロ日は，約lCmの軒で木口面の外縁にめ くり!外'")Jに向って幾分臨斜L 中央部

分にはログロ日がなく削って切断している。高さ4.2cm，直sH.Ocm-4. 5cmo SK87Q出土。

198は断而が円形に近い多面形柱状材にロタロ 目をのこすもの。木心をさけた材の醐周を木

・耳!方向に削って阿佐形にする。一樹木口は酎で切断Lたのち削って直敵国とし!側周に接す忍

木口の躍は而取りするo他端の木口にはログロ 11をのこし，木口面上と水口側韓に同心円状の

ログロ目がある。倒縁のログロ目は木ロに対して斜めにひき，木口面の直笹を届める。木ロ耐

の中心にはログロ自治、な〈胴状の突起がのこり，その先端には折火きの叫跡がある。高さ9.0 

cm.直荏4.0cm前後。中心突起直在的i4cm，L7さO.2cmoSK87Q出土。

• 199は木口而を表裏にする門車状の材である。企体に腐蝕が進行l.原帝をとどめる部分は

少生b、。恒りにロクロ 目をのこす而を古面!のζさない面を誕而とするならば，表面は外語と

中心部分を開くのこし，その中間はド}ナツ状の世」、 〈ぼみになる。裏而は腐倣しているが，

もとは平滑に削っていたようである。直佳8.......9cm，最大の厚さ2.5cm。

200は木心をさける柱状材を加工l.上下を木口而とすあ円柱形のもの。現状では担慣が著

・ し(，円周の的 115円をとどめ6にすぎなし、。上下の木ロ而は府蝕L 加工状況不明。側周に

は木涯にE吏するログロ阿がある。担原直需12.2αn現状の日さ4.5cm。

201は腐蝕のため外形を担すdが，上下面を木口とする円柱状の材であるロ 一端の木口は卒

じて原形をとどめ，平滑な面になっていたことがわかる。対応する他端本口からは，砲卵形の

くり向きをロタロぴきl.門筒形に仕Hずる。外国は腐蝕しているが!平滑な木口仁接する側

・周を一位太〈する。最大直ff5.2cm，現状の尚さ1O.2cmo<り向きのE笹2.8cm。

以上の諸問には製品としての完形品はなb、。しかし. 199は中じにつまみをつくる華町来''''

Aれともかんがえられ， 19E・197はロクロでひきのこ した木屑である可能性がつよし、。 それらが

SK870に集中しており，その近辺にログロびきの工房の存布を想定する ζとができる。
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